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財形株投(一般財形50)(財形貯蓄専用ファンド)

運 用 報 告 書（全体版）
第25期＜決算日2019年２月４日＞

受益者の皆さまへ

毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

さて、「財形株投(一般財形50)」は、
2019年２月４日に第25期の決算を行い
ました。ここに、運用経過等をご報告申
し上げます。

今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／資産複合
信 託 期 間 原則、無期限です。

運 用 方 針 信託財産の成長と安定した収益の確保を目的として、
安定運用を行います。

主要運用対象

当 フ ァ ン ド

インデックス マネジメント ファ
ンド 225 マザーファンド受益証
券および財形公社債マザーファン
ド受益証券ならびにわが国の株式
および内外の公社債を主要投資対
象とします。

イ ン デ ッ ク ス
マ ネ ジ メ ン ト
フ ァ ン ド 225
マザーファンド

東京証券取引所第一部に上場され
ている株式のうち、日経平均株価
（225種・東証）に採用された銘柄
とします。

財 形 公 社 債
マザーファンド

内外の公社債を主要投資対象とし
ます。

組 入 制 限

当 フ ァ ン ド の
組 入 上 限 比 率

株式（新株引受権証券および新株
予約権証券を含みます。）への実質
投資割合は、信託財産の純資産総
額の50％以下とします。

イ ン デ ッ ク ス
マ ネ ジ メ ン ト
フ ァ ン ド 225
マザーファンドの
組 入 上 限 比 率

株式への投資には、制限を設けま
せん。

財 形 公 社 債
マザーファンドの
組 入 上 限 比 率

外貨建資産への投資は、信託財産
の純資産総額の50％以下とします。

分 配 方 針 原則として、利息等収益を中心に安定的に行います。
分配金は、自動的に全額再投資されます。

＜運用報告書に関するお問い合わせ先＞
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。
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財形株投(一般財形50)

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 日 経 平 均 株 価 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

( 2 2 5 ) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

21期(2015年２月２日) 9,567 5 8.6 17,558.04 20.1 43.4 1.4 42.3 204 

22期(2016年２月１日) 9,641 5 0.8 17,865.23 1.7 45.6 2.0 45.3 195 

23期(2017年２月１日) 9,925 5 3.0 19,148.08 7.2 42.9 1.6 29.7 217 

24期(2018年２月１日) 10,801 5 8.9 23,486.11 22.7 43.4 2.3 34.1 245 

25期(2019年２月４日) 10,195 5 △5.6 20,883.77 △11.1 44.0 2.5 26.0 246 
 
※ 基準価額の騰落率は分配金込み。 
※ △（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。 
※ 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 
※ 株式組入比率、株式先物比率および債券組入比率は、実質比率を記載しております。 
※ 日経平均株価（225）は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。 
※ ベンチマークとは、ファンドの運用成果の評価基準（目標基準）となる指標をいい、約款または投資信託説明書（目論見書）において、そ

の旨の記載があるものを指します。 
※ 「日経平均株価」は、株式会社日本経済新聞社によって独自に開発された手法によって、算出される著作物であり、株式会社日本経済新聞

社は、「日経平均株価」自体および「日経平均株価」を算定する手法に対して、著作権その他一切の知的財産権を有しています。 
当ファンドは、投資信託委託会社等の責任のもとで運用されるものであり、株式会社日本経済新聞社は、その運用および当ファンドの取
引に関して、一切責任を負いません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 日 経 平 均 株 価 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率  騰 落 率 ( 2 2 5 ) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ 円 ％ ％ ％ ％ 

2018年２月１日 10,801 － 23,486.11 － 43.4 2.3 34.1 

２月末 10,494 △2.8 22,068.24 △ 6.0 42.2 2.4 34.9 

３月末 10,383 △3.9 21,454.30 △ 8.7 40.7 3.0 34.6 

４月末 10,587 △2.0 22,467.87 △ 4.3 42.0 2.6 33.1 

５月末 10,517 △2.6 22,201.82 △ 5.5 42.2 2.3 33.4 

６月末 10,532 △2.5 22,304.51 △ 5.0 42.6 1.9 29.2 

７月末 10,568 △2.2 22,553.72 △ 4.0 42.3 1.4 27.9 

８月末 10,621 △1.7 22,865.15 △ 2.6 43.6 0.9 28.1 

９月末 10,897 0.9 24,120.04 2.7 43.5 1.9 27.7 

10月末 10,437 △3.4 21,920.46 △ 6.7 43.9 1.9 28.1 

11月末 10,519 △2.6 22,351.06 △ 4.8 45.0 1.7 27.9 

12月末 10,016 △7.3 20,014.77 △14.8 43.0 2.8 27.1 

2019年１月末 10,176 △5.8 20,773.49 △11.5 43.8 2.6 26.0 

(期  末)        

2019年２月４日 10,200 △5.6 20,883.77 △11.1 44.0 2.5 26.0 
 
※ 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 
※ 株式先物比率は、買建比率－売建比率。 
※ 株式組入比率、株式先物比率および債券組入比率は、実質比率を記載しております。    
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財形株投(一般財形50)

 

 基準価額等の推移（2018年２月２日～2019年２月４日） 

  

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを

示すものです。 

（注２） 分配金を再投資するかどうかについてはお客さまが利用するコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も

異なります。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。 

（注３） 分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。 

（注４） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示してあります。 

（注５） 当ファンドはベンチマークを定めておりません。 

 

 基準価額の主な変動要因 

運用にあたっては、内外の公社債を中心に投資して安定した収益の確保を目指した運用を行う財形公社債

マザーファンドと、日経平均株価との連動を目指した運用を行うインデックス マネジメント ファンド 

225 マザーファンドに投資しました。そのため、公社債価格および日経平均株価の変動が基準価額の変動要

因となりました。 

 

  

運用経過の説明 
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財形株投(一般財形50)

 投資環境（2018年２月２日～2019年２月４日） 

債券市場の動き 

当期の残存１年程度の日本国債の利回りについては、日銀の金融緩和の影響もあり、マイナス金利が継続し

ました。 

日銀は黒田総裁の第２期以降も「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」を続けています。また、2018年７

月の日銀政策決定会合において、長期金利を０％程度に誘導する目標自体は維持しつつ、変動幅の上限を0.2％

程度まで容認する金融政策の調整を行いました。発表直後は、一時的にボラティリティが高まる場面もありま

したが、イールドカーブは全体的に狭いレンジでの動きに留まっています。一方、国債を除く債券については、

プラス利回りに対するニーズも強いことから、０％前後の利回りに張り付いた状態になっています。 

 

株式市場の動き 

国内株式市場は、米国長期金利の上昇や米中貿易摩擦の激化懸念などが嫌気され、軟調な推移となりまし

た。その後、為替が円安方向となったことや米中貿易摩擦への懸念が緩和したことなどから堅調に推移する局

面もありましたが、期の後半に入ると世界景気の先行き懸念が台頭し、米中貿易摩擦への懸念も強まったこと

などから大幅に調整しました。期末にかけては、米連邦準備制度理事会（FRB）のパウエル議長が金融引き締

めを急がないと発言したことや、米中貿易協議の期待などから反発しました。 

 

 

 

  

   
※国庫短期証券（TB）３ヵ月利回りの低下は価格の上昇を示し、逆

の場合は下落したことを示します。 
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財形株投(一般財形50)

 ポートフォリオについて（2018年２月２日～2019年２月４日） 

●当ファンド 

わが国の株式および内外の公社債に実質的に投資し、投資信託財産の成長と安定した収益の確保をはかる

ことを目的として安定運用を行います。当期の運用にあたっては、わが国の株式および内外の公社債への直接

投資は行わず、財形公社債マザーファンドおよびインデックス マネジメント ファンド 225 マザーファ

ンドに投資しました。 

 

●財形公社債マザーファンド 

公社債への投資により、安定した収益の確保をはかることを目的として、安定運用を行います。組入債券の

償還見合いとして残存１-２年程度の地方債を買い付け、平均残存年数を１年程度としました。 

 

●インデックス マネジメント ファンド 225 マザーファンド 

日経平均株価に連動する投資成果を目指し、わが国の株式市場の動きと信託財産の長期的成長を捉えるこ

とを目標としています。運用にあたっては、日経平均株価に採用されている225銘柄のうち200銘柄以上に投資

を行います。期末時点では日経平均株価との連動性を維持する観点から、指数に採用されている225銘柄全て

に投資しています。また、現物株式と株価指数先物取引を合計した実質の株式組入比率は、期を通じて高位に

保ちました。 

 

 ベンチマークとの差異について（2018年２月２日～2019年２月４日） 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。 

グラフは、基準価額と参考指数の騰落率の対比です。 

 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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財形株投(一般財形50)

 分配金（2018年２月２日～2019年２月４日） 

収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、以下の表の通りとさせていただきました。なお、収益分配

金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

  
（注１） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金」（税込み）

の額が一致しない場合があります。 

（注２） 当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金」（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは

異なります。 

（注３） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配に充当した金

額です。また、「当期の収益以外」は「分配準備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額です。 

 

 
 
●当ファンド 

財形公社債マザーファンドへの投資により安定した収益の確保に努める一方、インデックス マネジメン

ト ファンド 225 マザーファンドへの投資により信託財産の成長を目指します。 

 

●財形公社債マザーファンド 

引き続き公社債を中心に投資を行い、安定した収益の確保を目指します。 

 

●インデックス マネジメント ファンド 225 マザーファンド 

引き続き、日経平均株価に連動した投資成果を目指し、運用を行います。運用にあたっては、実質の株式組

入比率を高位に保ちます。 

 

  

今後の運用方針 
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財形株投(一般財形50)

○１万口当たりの費用明細 (2018年２月２日～2019年２月４日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 165  1.579  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 38)  (0.359)  投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価額の算出 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (120)  (1.143)  販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内で 
のファンドの管理等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.076)  受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.000   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、組入有価証券等の売買の際に発生する手数料 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.000)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用 

 合 計 165   1.581    

期中の平均基準価額は、10,478円です。  

 
※期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。なお、売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応

するものを含みます。 

※金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

※比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。項目ごとに

小数点以下第４位を四捨五入してあります。 
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財形株投(一般財形50)

○売買及び取引の状況 (2018年２月２日～2019年２月４日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
財形公社債マザーファンド 5,476 6,350 6,667 7,730 

インデックス マネジメント ファンド 225 マザーファンド 5,077 12,720 － － 
 
 
 

○株式売買比率 (2018年２月２日～2019年２月４日) 

 

項 目 
当 期 

インデックス マネジメント ファンド 225 マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,842,600千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 15,061,149千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.12   
 
※(b)は各月末の組入株式時価総額の平均で、月末に残高のない場合は、それぞれを除いて計算してあります。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年２月２日～2019年２月４日) 

 

＜財形株投(一般財形50)＞ 

該当事項はございません。 

 

＜財形公社債マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜インデックス マネジメント ファンド 225 マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 37 30 81.1 1,804 4 0.2 

株式先物取引 4,267 4,267 100.0 4,345 4,345 100.0 

平均保有割合 0.7%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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財形株投(一般財形50)

 

＜インデックス マネジメント ファンド 225 マザーファンド＞ 

種       類 買 付 額 売 付 額 当 期 末 保 有 額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 － 0.561 4 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 0.92千円 
うち利害関係人への支払額（B） 0.919千円 

（B）／（A） 99.9％   
 
※売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうちこのファンドに対応するものを含みます。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関
係人とは、みずほ証券、みずほフィナンシャルグループです。 

 

○組入資産の明細 (2019年２月４日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

財形公社債マザーファンド 96,144 94,954 110,099 

インデックス マネジメント ファンド 225 マザーファンド 39,238 44,316 115,168 
 
 
 

インデックス マネジメント ファンド 225 マザーファンドの決算日における組入資産の明細に

つきまして、後述の親投資信託の「運用報告書」に記載しております。 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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財形株投(一般財形50)

○投資信託財産の構成 (2019年２月４日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

財形公社債マザーファンド 110,099 44.1 

インデックス マネジメント ファンド 225 マザーファンド 115,168 46.2 

コール・ローン等、その他 24,160 9.7 

投資信託財産総額 249,427 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年２月４日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 249,427,172   

 コール・ローン等 24,159,091   

 財形公社債マザーファンド(評価額) 110,099,216   

 インデックス マネジメント ファンド 225 マザーファンド(評価額) 115,168,865   

(B) 負債 2,667,758   

 未払収益分配金 121,022   

 未払解約金 564,157   

 未払信託報酬 1,980,354   

 未払利息 53   

 その他未払費用 2,172   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 246,759,414   

 元本 242,045,110   

 次期繰越損益金 4,714,304   

(D) 受益権総口数 242,045,110口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,195円 
 
 
 

○損益の状況 (2018年２月２日～2019年２月４日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △    16,342   

 その他収益金 781   

 支払利息 △    17,123   

(B) 有価証券売買損益 △ 9,460,276   

 売買益 403,086   

 売買損 △ 9,863,362   

(C) 信託報酬等 △ 3,847,323   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △13,323,941   

(E) 前期繰越損益金 44,927,208   

(F) 追加信託差損益金 △26,767,941   

 (配当等相当額) (  64,856,005)  

 (売買損益相当額) (△91,623,946)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 4,835,326   

(H) 収益分配金 △   121,022   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 4,714,304   

 追加信託差損益金 △26,767,941   

 (配当等相当額) (  64,856,005)  

 (売買損益相当額) (△91,623,946)  

 分配準備積立金 44,817,313   

 繰越損益金 △13,335,068   
 
・信託報酬等には、消費税相当額を含めて表示しております。 

・追加信託差損益金とは、追加設定をした金額のうち元本を上下する

額を処理する項目で配当等相当額と売買損益相当額にわかれます。

 

注記事項 

・信託財産に係る期首元本額、期中追加設定元本額及び期中一部解約元本額 

期首元本額 227,274,678円 

期中追加設定元本額 33,106,526円 

期中一部解約元本額 18,336,094円 

・分配金の計算過程 

計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除後、繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益（0円）、信託約款に定める収

益調整金（64,856,005円）及び分配準備積立金（44,938,335円）より分配対象収益は109,794,340円（１万口当たり4,536.10円）であり、

うち121,022円（１万口当たり5円）を分配しております。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
１．お手取り分配金は、決算日の基準価額（分配落ち）にもとづき、それぞれの口座に再投資いたしました。 

２．分配金は普通分配金に課税されます。 

３．元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

※分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により普通分配金と元本払戻金（特別分配金）にわかれます。分配後の基準

価額が個別元本と同額または上回る場合は全額普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分に相当

する額が元本払戻金（特別分配金）、残りの部分が普通分配金となります。 

 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2019年２月４日現在) 

＜財形公社債マザーファンド＞ 
 下記は、財形公社債マザーファンド全体(199,036千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％  

地方債証券 134,000 134,314 58.2 － － 13.0 45.2  

合 計 134,000 134,314 58.2 － － 13.0 45.2  
 
※組入比率は、当期末の親投資信託純資産総額に対する評価額の割合。 

※信用格付けは、格付投資情報センター、ムーディーズ・インベスターズ・サービス・インク、Ｓ＆Ｐグローバル・レーティング等を参考に

記載しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
地方債証券 ％ 千円 千円  
平成28年度第13回京都府公募公債 0.02 30,000 30,015 2022/３/17 
平成22年度第11回愛知県公募公債（10年） 0.932 14,000 14,226 2020/10/29 
第７回埼玉県埼玉の川・愛県債 0.17 13,700 13,697 2019/８/26 
平成27年度第１回埼玉県彩の国みらい債 0.16 11,000 10,993 2020/６/10 
平成27年度第１回とちぎ未来債 0.12 35,000 35,035 2020/12/２ 
平成27年度第１回札幌市公募公債（５年） 0.16 20,000 20,044 2020/６/19 
第39回川崎市公募公債（５年） 0.209 10,300 10,302 2019/３/20 

合 計  134,000 134,314  
 
 

 

国内公社債 



東京都千代田区丸の内1-8-2

インデックス マネジメント ファンド 225 
マザーファンド

第17期　運 用 報 告 書
（決算日　2019年１月14日）

「インデックス マネジメント ファンド 225 マザーファンド」は、去る2019年１月14日に第17期の決算を行いま
したので、ここに期中の運用状況をお知らせいたします。

当ファンドの仕組みは次のとおりです。
形 態 親投資信託

信 託 期 間 原則、無期限です。

運 用 方 針 日経平均株価（225種・東証）に連動する投資成果をめざした運用を行います。

主 要 運 用 対 象 東京証券取引所第一部に上場されている株式のうち、日経平均株価（225種・東証）に採用
された銘柄とします。

株 式 組 入 制 限 制限を設けません。

分 配 方 針 運用による収益は、信託終了時まで投資信託財産中に留保し、期中には分配を行いません。
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東京都千代田区丸の内1-8-2

財形公社債マザーファンド

第25期　運 用 報 告 書
（決算日　2019年２月１日）

「財形公社債マザーファンド」は、去る2019年２月１日に第25期の決算を行いましたので、ここに期中の運用状
況をお知らせいたします。

当ファンドの仕組みは次のとおりです。
形 態 親投資信託

信 託 期 間 原則、無期限です。

運 用 方 針 内外の公社債への投資により、安定した収益の確保を目的として安定運用を行います。

主 要 運 用 対 象 内外の公社債を主要投資対象とします。

組 入 制 限 外貨建資産への投資は、信託財産の純資産総額の50％以下とします。

分 配 方 針 信託財産から生じる利益は、信託終了時まで信託財産中に留保し、分配を行いません。
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